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平
成
十
六
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
平
成
十
六
年
度
小
浜
市
一
般
会

計
予
算
を
は
じ
め
十
三
件
の
当
初
予
算
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
夏
に
市
長
選
挙
を
控
え
ソ
フ
ト
事
業
中
心
の
骨
格
的
予
算
方

針
で
一
般
会
計
ベ
ー
ス
で
昨
年
度
に
比
べ
約
六．

八
％
減
と
な
る
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
の
行
う
『
三
位
一
体
の
改
革
』
の
影
響

に
よ
り
本
市
の
主
要
な
財
源
で
あ
る
『
地
方
交
付
税
』
が
減
額
さ
れ
る
見

込
み
か
ら
本
市
を
と
り
ま
く
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
に
お
い
て
事
務
事
業
評
価
を
通
じ
て
事
業
の
見
直
し
、
歳
出
の

精
査
を
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

3月定例会の議案件数と結果について

平
成
十
六
年
三
月
三
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
二
十
二
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
十
六

年
度
第
一
回
定
例
会
は
、
平
成
十
六
年
度
小
浜
市
一
般
会
計
予
算
を
初
め
と
す
る
四
十
二
件
の
議
案
を

議
決
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

議
決
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
　
案
　
　
四
十
二
件

内
　
訳

（
三
月
三
日
議
決
分
）

・
原
案
可
決
　
十
三
件

（
平
成
十
五
年
度
小
浜
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
七
号
）
ほ
か
）

（
三
月
四
日
議
決
分
）

・
原
案
可
決
　
一
件

（
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て
）

（
三
月
二
十
四
日
議
決
分
）

・
一
般
会
計
予
算
　
一
件
（
原
案
可
決
）

（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
総
額
を

一
三
、
五
五
九
、
一
七
三
千
円
へ
）

・
特
別
会
計
予
算
　
十
件
（
原
案
可
決
）

（
平
成
十
六
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算
ほ
か
）

・
事
業
会
計
予
算
　
二
件

（
平
成
十
六
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計

予
算
ほ
か
）

・
条
　
例
　
　
八
件
（
原
案
可
決
）

（
小
浜
市
部
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
ほ
か
）

・
意
見
書
案
　
一
件
（
原
案
可
決
）

（
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
家
族
の
早
期
帰
国
お
よ
び

特
定
失
踪
者
の
真
相
究
明
に
関
す
る
意
見
書
）

・
決
議
案
　
　
一
件
（
原
案
可
決
）

（
使
用
済
み
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
誘
致
推
進
に

関
す
る
決
議
）

・
そ
の
他
　
　
四
件
（
原
案
可
決
）

（
辺
地
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
お
よ
び
変
更
に

つ
い
て
ほ
か
）

・
人
事
案
件
　
一
件
（
原
案
同
意
）

（
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
）

請
願
　
　
一
件
（
請
願
採
択
）

○
平
成
十
五
年
請
願
第
二
号

使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
誘
致
に

関
す
る
請
願
書

請
願
者

市
民
政
策
研
究
会

会
長
　
松
尾
　
剛

紹
介
議
員
　
山
本
　
益
弘

陳
情
　
　
一
件
（
陳
情
不
採
択
）

○
陳
情
第
二
号

使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
誘
致
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い

陳
情
者

若
狭
小
浜
の
文
化
と
自
然
環
境
を
守
る
会

会
長
　
永
井
　
彦
夫

逸
見

壽
一
氏
（
小
浜
市
木
崎
）
※
再
任

【2】市議会だより

16年度一般会計予算額　135億5,917万円 
（小浜市民一人あたり　約40万4,380円） 

平成16年4月1日現在人口33,351人 
※かっこ内は市民一人あたりの金額。十円未満の端数は調整してあります。 

消　　防 
5億2,882万円 
（15,770円） 

農林水産 
14億1,124万円 
（42,090円） 

総　　務 
16億6,624万円 
（49,690円） 

議　会 
1億9,594万円 
（5,840円） 

商　　工 
8億5,270万円 
（25,430円） 

民　　生 
27億3,436万円 
（81,550円） 

公　　債 
22億0,987万円 
（65,910円） 

土　　木 
13億9,102万円 
（41,490円） 

衛　　生 
13億0,599万円 
（38,950円） 

参考：市税 
34億5,541万円 
（103,050円） 

教　　育 
11億5,774万円 
（34,530円） 

労　　働 
9,525万円 
（2,840円） 

矢印の 
意味 

（対前年度比） 

－5%～ 

－3～－5%

±3%

＋3～＋5%

＋5%～ 

平
成
十
六
年
度
当
初
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た

3月定例会日程 
3日 
 
 
 
 

4日 
 

5日～8日 
 

9日～10日 
 

11日～23日 
 

24日 

本会議 
会期決定・報告・議案（補正予
算等）上程・質疑・討論・採決・
議案（当初予算等）上程 
 
質疑・委員会付託 
 
休　会 
 
一般質問 
 
休　会（委員会審査） 
 
本会議 
常任委員長報告・質疑・討論・
採決 

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意



【3】 市議会だより

《
企
画
総
務
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
小
堂
　
清
之
　
委
員
長
》 

　
議
案
第
十
四
号
、
議
案
第
三
十
四
号
は
賛

成
多
数
を
も
っ
て
、
議
案
第
十
六
号
、
議
案

第
二
十
七
号
、
議
案
第
三
十
二
号
は
全
員
賛

成
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
以
下
は
審
査
中
の
主
な
質
疑
で
す
。 

 

●
議
案
第
十
四
号
　
平
成
十
六
年
度
小
浜
市 

　
一
般
会
計
予
算
に
関
し
て 

Ｑ
　
歴
史
遺
産
等
活
用
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
め
ざ
す
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
現
実
的
な
可
能
性
・
信

憑
性
は
。 

Ａ
　
珍
し
い
多
神
教
地
で
あ
り
歴
史
と
文
化

と
自
然
が
マ
ッ
チ
し
た
形
の
複
合
遺
産

と
し
て
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
言
わ
れ

た
。
将
来
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
ま
ず

世
界
遺
産
登
録
へ
の
前
段
と
な
る
暫
定

リ
ス
ト
登
載
を
め
ざ
し
、
県
・
国
を
巻

き
込
ん
で
市
民
に
理
解
を
求
め
な
が
ら

前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
　
拉
致
関
係
の
予
算
に
つ
い
て
、
家
族
が

帰
っ
て
き
た
時
に
充
分
対
応
で
き
る
予

算
で
あ
る
か
。 

Ａ
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
た
執
行
を
す

る
に
は
充
分
な
予
算
で
あ
る
が
、
い
ろ

ん
な
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
全
て
で
は
な
く

変
更
も
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
社
会
環

境
相
応
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
　
税
金
の
徴
収
に
努
力
さ
れ
て
い
る
中
、

数
字
と
し
て
徴
収
額
に
反
映
さ
れ
な
い

原
因
は
。 

Ａ
　
市
税
の
滞
納
額
が
十
五
年
度
は
三
億
七

六
〇
〇
万
円
、
十
六
年
度
に
は
四
億
円

近
く
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
本
年

度
に
つ
い
て
は
収
納
額
、
収
納
率
と
も

上
が
っ
て
い
る
が
、
大
口
滞
納
者
の
整

理
が
進
ん
で
い
な
い
。
現
状
の
ま
ま
推

移
す
る
と
毎
年
四
千
万
円
ず
つ
滞
納
繰

越
が
増
え
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
い
う

観
点
か
ら
も
大
口
滞
納
者
を
放
置
せ
ず
、

新
規
の
滞
納
繰
越
者
も
生
ま
な
い
よ
う

検
討
・
努
力
す
る
。 

◎
　
骨
格
的
予
算
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

歳
入
に
つ
い
て
は
市
税
滞
納
部
分
、
新

し
く
課
税
さ
れ
る
部
分
等
、
予
算
計
上

額
に
達
成
で
き
る
よ
う
、
ま
た
市
民
の

税
負
担
の
公
平
性
の
意
味
か
ら
も
、
収

納
率
九
〇
％
以
上
確
保
に
全
力
を
あ
げ

て
努
力
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
滞
納
が
増

え
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
今
日
の
厳
し

い
経
済
状
況
の
影
響
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
支
払
い
易
い
方
法
を
検
討
願

い
た
い
。
（
意
見
） 

●
議
案
第
三
十
四
号
　
辺
地
の
総
合
整
備 

　
計
画
の
策
定
お
よ
び
変
更
に
つ
い
て 

Ｑ
　
田
烏
辺
地
・
蛙
端
線
は
期
間
が
平
成
四

年
度
か
ら
平
成
二
〇
年
度
と
大
変
長
期

で
、
区
間
の
延
長
・
事
業
費
も
大
幅
な

増
額
に
な
る
が
、
今
日
の
財
政
状
況
が

厳
し
い
な
か
無
駄
な
公
共
事
業
を
継
続

す
る
必
要
性
は
あ
る
の
か
。 

Ａ
　
平
成
十
五
年
の
完
成
予
定
で
あ
っ
た
が
、

当
初
の
計
画
で
は
頂
上
付
近
で
の
道
の

傾
斜
が
大
変
急
で
あ
り
、
工
法
が
変
更

さ
れ
、
期
間
・
事
業
費
も
変
更
に
な
っ

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
県
の
事
業
枠
に
も

入
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
本
線
は
広
域

基
幹
林
道
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
果
が
出
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
期

間
・
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
査
定
の
中

で
精
査
し
継
続
し
て
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。 

 

《
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
池
田
　
英
之
　
委
員
長
》 

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
十
三
議
案
と
も

全
委
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
以
下
は
審
査
中
の
主
な
意

見
で
す
。 

 

●
議
案
第
十
四
号
　
平
成
十
六
年
度
小
浜
市 

　
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て 

◎
　
琵
琶
湖
若
狭
湾
快
速
鉄
道
住
民
の
会
活

動
補
助
金
に
つ
い
て
、
琵
琶
湖
若
狭
湾

快
速
鉄
道
建
設
の
将
来
展
望
を
明
確
に

し
、
着
実
な
運
動
の
展
開
を
求
め
る
。

（
意
見
） 

◎
　
防
犯
隊
設
置
事
業
に
つ
い
て
、
安
全
、

安
心
に
つ
い
て
、
住
民
の
命
と
財
産
を

守
る
取
組
み
強
化
を
求
め
る
。
（
意
見
） 

◎
　
若
狭
小
浜
大
漁
市
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
大
漁
市
へ
の
補
助
金
等
、
事
業
成

果
も
踏
ま
え
補
助
金
の
あ
り
方
を
全
庁

体
制
で
検
討
さ
れ
た
い
。
（
意
見
） 

◎
　
観
光
宣
伝
事
業
に
関
連
し
て
、
若
狭
路

博
の
経
験
を
生
か
し
継
続
性
の
あ
る
取

り
組
み
を
願
い
た
い
。
（
意
見
） 

◎
　
若
狭
お
ば
ま
観
光
協
会
活
動
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
、
王
国
に
見
合
っ
た
食
材
の
提
供
が

で
き
る
指
導
を
さ
れ
た
い
。
（
意
見
） 

◎
　
食
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
活
動
推
進
事
業

の
中
で
行
う
「
若
狭
の
魚
は
な
ぜ
う
ま

い
の
か
」
実
証
検
分
補
助
金
に
つ
い
て
、

対
象
と
さ
れ
る
魚
は
マ
サ
バ
だ
け
で
よ

い
の
か
、
再
検
討
さ
れ
た
い
。
（
意
見
） 

◎
　
食
文
化
館
管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て
、

食
文
化
館
の
入
場
者
の
確
保
に
は
最
大

限
の
努
力
を
願
い
た
い
。
（
意
見
） 

◎
　
地
域
水
産
物
提
供
施
設
管
理
運
営
事
業

に
つ
い
て
、
公
の
食
事
提
供
場
所
か
ら

で
る
残
渣
な
ど
の
処
理
に
つ
い
て
も
食

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
の
整
合
性
を
図

り
、
環
境
に
対
応
さ
れ
た
い
。
（
意
見
） 

◎
　
道
路
維
持
費
に
つ
い
て
、
区
長
要
望
な

ど
住
民
に
密
着
し
た
事
業
の
予
算
に
つ

い
て
は
補
正
も
含
め
適
切
に
対
応
さ
れ

た
い
。
（
意
見
） 

◎
　
高
速
道
路
対
策
費
に
つ
い
て
、
近
畿
自

動
車
道
敦
賀
線
の
早
期
完
成
に
向
け
、

地
元
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
指
導

体
制
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
意

見
） 

◎
　
公
営
住
宅
管
理
経
費
に
つ
い
て
、
家
賃

滞
納
に
は
法
令
等
に
基
づ
く
適
切
な
対

応
を
望
む
。
（
意
見
） 

●
議
案
第
二
〇
号
　
平
成
十
六
年
度
小
浜
市 

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

◎
　
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
は
そ
の
早
急
な

完
成
を
求
め
る
と
と
も
に
、
特
に
公
共

下
水
道
の
未
加
入
者
の
加
入
促
進
を
強

力
に
推
進
さ
れ
た
い
。
（
意
見
） 

 

《
民
生
文
教
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
山
本
　
益
弘
　
委
員
長
》 

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
六
議
案
と
も
全

委
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
以
下
は
審
査
中
の
主
な
質
疑

で
す
。 

 

●
議
案
第
十
四
号
　
平
成
十
六
年
度
小
浜
市 

　
一
般
会
計
予
算
に
関
し
て 

Ｑ
　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
事
業
に
つ

い
て
地
域
性
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る

が
そ
の
あ
た
り
の
取
り
組
み
は
。 

Ａ
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
も
国
が
指

定
す
る
項
目
に
加
え
、
小
浜
市
独
自
の

項
目
を
設
定
し
て
お
り
、
本
市
独
自
の

も
の
を
考
え
て
い
る
。
協
議
会
の
中
に

も
現
場
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
生

の
声
を
聞
い
て
策
定
し
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
　
保
育
所
費
保
育
園
統
廃
合
お
よ
び
民
営

化
推
進
事
業
の
狙
い
、
根
本
的
な
考
え

方
は
。 

Ａ
　
地
域
の
園
児
や
施
設
の
状
態
な
ど
の
実

情
を
良
く
踏
ま
え
、
模
索
し
て
い
き
た

い
。
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、
市
民
の
理
解

は
大
切
で
あ
り
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
は
最
も
大
切
な
の
で
、
そ
の
流
れ
の

中
で
検
討
し
た
い
。
検
討
委
員
会
の
中

で
も
幼
保
一
元
化
の
話
が
あ
り
、
今
後

協
議
を
進
め
る
中
で
、
教
育
委
員
会
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。 

Ｑ
　
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
の
推
進
事
業
に

つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
は
。 

Ａ
　
来
年
度
か
ら
は
全
校
対
象
に
行
う
こ
と

で
計
画
し
て
お
り
、
各
校
の
年
間
の
指

導
計
画
に
基
づ
き
地
域
の
実
態
に
合
っ

た
食
を
生
か
し
た
事
業
を
推
進
。
食
文

化
の
学
習
や
地
場
産
食
材
の
学
習
、
食

文
化
館
で
の
子
供
料
理
教
室
の
開
催
な

ど
の
取
り
組
み
を
予
定
。 

Ｑ
　
小
中
一
貫
基
礎
学
力
向
上
対
策
事
業
は

ど
の
よ
う
な
計
画
か
。 

Ａ
　
算
数
・
数
学
の
学
力
向
上
対
策
、
国
語

力
の
学
力
向
上
対
策
、
英
語
力
の
学
力

向
上
対
策
の
三
本
柱
を
中
心
に
今
ま
で

の
基
礎
学
力
の
向
上
に
加
え
、
発
展
的

な
学
習
を
進
め
る
事
業
。
学
力
テ
ス
ト

の
分
析
や
実
践
発
表
会
の
実
施
、
公
開

研
修
会
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
み
、
小

中
学
校
の
教
員
が
教
科
ご
と
に
話
し
合

い
を
行
う
な
ど
、
小
中
一
貫
で
取
り
組

む
事
業
と
な
っ
て
い
る
。 

Ｑ
　
十
五
年
度
実
施
さ
れ
た
小
学
校
の
耐
震

診
断
の
結
果
は
。 

Ａ
　
十
五
年
度
は
加
斗
小
学
校
、
遠
敷
小
学

校
、
国
富
小
学
校
の
三
校
の
校
舎
を
中

心
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
あ
る
程
度

予
想
し
て
い
た
と
お
り
Ｅ
判
定
に
な
る

と
聞
い
て
い
る
。
す
べ
て
の
学
校
に
つ

い
て
耐
震
診
断
を
行
い
た
い
。
当
面
は

小
浜
小
学
校
の
建
設
が
控
え
て
お
り
、

市
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
対
応
を
進

め
て
い
き
た
い
。
耐
震
結
果
で
は
、
内

外
海
小
学
校
以
外
は
改
築
が
必
要
に
な

る
こ
と
を
財
政
に
要
求
し
て
い
く
。 

Ｑ
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
管
理
経
費
に
つ
い
て
、

除
草
剤
を
購
入
す
る
と
あ
る
が
、
市
が

食
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
中
で
、

公
的
施
設
で
除
草
剤
を
使
用
す
る
こ
と

は
食
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
し
て
い
る
。

そ
の
あ
た
り
十
分
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。 

Ａ
　
こ
れ
か
ら
は
除
草
剤
を
使
用
し
な
い
除

草
方
法
を
検
討
す
る
。
少
な
く
と
も
公

共
施
設
で
は
こ
れ
ら
に
配
慮
し
た
い
。 

◎
　
公
民
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
つ
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
こ
と
で
、

公
民
館
に
今
ま
で
地
域
づ
く
り
に
貢
献

し
よ
う
と
し
て
集
ま
っ
て
き
て
い
た
人

が
、
物
事
を
打
算
的
に
考
え
る
よ
う
に

な
る
。
実
施
し
た
と
き
、
小
浜
市
の
将

来
的
な
損
失
に
結
び
つ
く
。
小
さ
い
予

算
だ
が
大
き
な
課
題
を
残
す
。
執
行
に

あ
た
っ
て
は
公
民
館
活
動
費
と
し
て
公

民
館
の
裁
量
で
使
え
る
よ
う
に
す
べ
き

と
意
見
が
あ
り
、
委
員
会
と
し
て
も
当

初
の
運
用
で
は
認
め
ず
、
理
事
者
に
対

し
当
該
事
業
の
円
滑
な
運
用
方
法
に
つ

い
て
の
再
検
討
を
申
し
入
れ
、
事
業
名

は
当
初
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
概
念
を
な
く
し
、
支

出
、
運
用
の
方
法
に
つ
い
て
は
様
々
な

方
法
を
検
討
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

了
承
し
た
。 

●
議
案
第
十
九
号
　
平
成
十
六
年
度
小
浜
市 

　
老
人
医
療
特
別
会
計
予
算
に
関
し
て 

Ｑ
　
老
人
医
療
費
が
上
昇
し
て
い
る
が
そ
の

原
因
は
。
予
防
の
面
か
ら
も
し
っ
か
り

と
し
た
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
。 

Ａ
　
原
因
と
し
て
は
、
慢
性
疾
患
が
多
い
。

制
度
改
正
に
よ
り
対
象
人
数
が
減
少
し

た
が
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
額
が
高
額

に
な
っ
て
い
る
。
介
護
も
老
人
福
祉
も

一
番
は
病
院
に
か
か
ら
な
い
こ
と
で
あ

り
、
介
護
予
防
に
対
し
て
の
取
り
組
み

を
予
防
担
当
課
と
の
連
携
に
よ
り
行
い
、

要
介
護
者
を
増
や
さ
な
い
取
り
組
み
が

一
番
。 

◎
　
食
は
予
防
の
面
で
も
大
切
。
小
浜
ら
し

い
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。
（
意
見
） 

三
月
定
例
会
常
任
委
員
会
　
主
な
質
疑
・
意
見
の
概
要 


